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「たるさぽ」 

 

みなさんこんにちは。小樽市福祉総合相談室「たるさぽ」です！（以下「たるさぽ」と省略） 

私たち「たるさぽ」は H27年 4月 1日に小樽市が開設した「仕事」や「生活」などで悩んでいる方の相談支

援機関です。専門の相談員がお話を伺い、問題解決のためにサポートします。相談は無料です。 

 

 

 職員の異動により 2名が変更となりましたので、ご報告いたします。今後相談等でかかわりがあるかと思

いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

コロナが終息せず、感染者も微増している状況ではありますが、昨年度末に企業・団体への訪問や職場見

学をさせていただきました。 

 今回訪問、見学等させていただき、通信記載の承諾を得ている企業・団体は、 

① 株式会社 田中工業 様 

② 太平ビルサービス株式会社 様 

③ 小樽水産加工業協同組合 様 

④ 株式会社 芳川商会 様   以上です。 

 

 今回は、「たるさぽ」で就労支援を受けている方と一緒に企業へ訪問させていただき、求人票が出ている

仕事の様子を見学させていただきました。担当者様からは、お忙しい中にも関わらず、丁寧に仕事内容の説

明をしていただき、見学に同行した相談者の方も、熱心に耳を傾けておりました。 

また、太平ビルサービス様には、相談者の就職後の職場定着支援の一環として、たるさぽ職員を職場に受

け入れていただくことで、企業側が求める仕事内容の理解と、相談者側が抱く疑問点・不安点の解消に努め

ました。 

株式会社芳川商会様には、「たるさぽ」の就労準備支援事業に参加している 2 名の方の就労体験にもご協

力いただきました。これらは企業様の協力なしでは出来ない支援であり、大変感謝しております。 

企業・団体の皆様にはコロナ禍でお忙しい中、見学や就労体験の対応をしていただき、本当にありがとう

ございました。 

 これからもできるだけ多くの企業・団体様とのつながりが持てるよう、訪問等させていただき、「たるさ

ぽ」の活動について理解を深めていただけるよう努めてまいります！ 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

相談支援員 
いずみや  まゆみ 

泉谷 真弓 
はじめまして。4月より「たるさぽ」に異

動になりました。今までの経験を活かし、

お困りごとの相談対応をしていきます。 

よろしくお願いします。 

就労支援特集～企業・団体へ訪問しました！ 

就労準備支援員 
はやし  みか 

林  美佳 
2月下旬に着任いたしました、林と申します。

「たるさぽ」では就労準備支援事業の担当を

致します。週 1 回のレクリエーションやセミ

ナーを通して、楽しく自立する力をつけてい

ただくようサポートしていきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

4月より新メンバーで運営しています！ 



就労を目指す方へのサポートを行います。 
就労体験や訓練、職場見学などを受け入れて

もらえる企業の開拓を行い、不安なく就労につ
ながるよう支援します。 
「たるさぽ」では、無料職業紹介所として、

ハローワークとも協力しながら、求職者のサポ
ートを行います。 

 

子どもの学習支援や居場所づくり、子どもの進
学に関する助言等、子どもと保護者への双方への
支援を行います。 
小樽市では家庭教師のトライに委託し、中学生

を対象とした「こども未来塾」を毎週 1回開講し
ています。 
※利用には要件がありますので、詳しくは 
「たるさぽ」もしくは、小樽市役所こども福祉課
までお問い合わせください。 

 

仕事を失った後、住むところが無くなった方や、
その恐れがある方に対して、家賃相当分（上限額
有り）の給付金を支給します。       
対象となる方の主な要件は、次のとおりです。 
・離職、廃業状態、または個人の都合によらない
理由で減収し、離職または廃業と同等程度の状況
にあること 
・離職前に主たる生計維持者であったこと 
・就労意欲があり、ハローワークで求職の 
申し込みを行うこと 

  ※このほかにも要件があり 

 

社会とのかかわりに不安がある、コミュニケーショ
ンが苦手である、すぐに仕事を辞めてしまう等、すぐ
に仕事に就くことへの不安が強い方に対して、就労に
向けたプログラムを作成し、一般就労に向けた支援を
行います。 
「たるさぽ」では週 1 回の就労準備レクへの参加を
軸として必要に応じて個別プログラムを作成し、就労
に向けた支援を行っています。

 

 

「たるさぽ」が開設されて、4月で 8年目に突入しました。この通信の発行をはじめ、出張相談会やポス

ター掲示などで「たるさぽ」の活動について周知活動を進めて参りましたが、改めて「たるさぽ」が行って

いる活動や事業について、ご説明させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

        

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

小樽市福祉総合相談室「たるさぽ」 

住所：小樽市花園 2丁目 12番 1号 小樽市役所本館 1階 

電話：0134-33-1124／0134-33-1128 

FAX：0134-33-1128 

メール：jiritu-sien@city.otaru.lg.jp 

Facebook：https://www.facebook.com/tarusapo/ 

アメブロ：http://ameblo.jp/tarusapo/ 

Facebook とアメブロにて 
日々の活動の様子を随時報告して
います！ぜひご覧ください！ 

たるさぽの活動について 

アメブロ 

相談員が不在になることがありますので
事前に電話でご予約の上お越しください。 

家計に問題を抱える相談者から家計に関する状
況を細かく聞き取り、家計を「見える化」し、相談
者が自ら家計を管理できるよう支援します。 
また、必要に応じて貸付のあっせんを行い、生活

再生をサポートします。 
※病気や障害により家計支援を必要とする場合は、
適切な制度の利用を提案する場合があります。 

Facebook 

生活に関する様々なお悩みをお伺いし、必要に応じて支援プラ
ンを作成し、相談員が解決に向けて一緒に考え、サポートします。 
また、相談内容に応じて、適切な関係する機関への繋ぎを行い

ます。 


